
平成18年度感染 症報告事例のまとめ（前回報告分以降）について  

症
剤
 
 

染
製
 
 

感
液
 
 

た
血
 
 

つ
用
 
 

あ
血
 
 

が
輸
 
 

）
 
 
 
ヽ
 
 

追
）
 
 

び
 
0
 
 

及
く
 
 

規
除
 
 

新
を
 
 

（
の
 
 

告
も
 
 

報
る
 
 

に
よ
 
 

で
に
 
 

ま
査
 
 

日
調
 
 

3
及
、
 
 

1
遡
は
 
 

月
た
訳
 
 

0
し
内
 
 

1
始
の
 
 

年
間
剤
 
 

8
り
製
 
 

1
よ
液
 
 

ら
に
血
9
6
 
 

か
報
用
2
1
 
 

分
情
血
 
 

告
の
輸
 
 

報
ら
 
0
 
 

日
か
る
＝
 
 

報告  

5 3  
月
供
件
告
告
報
染
 
 

7
 
0
1
報
報
染
感
 
 

年
む
剤
炎
炎
感
の
 
 

8
含
製
肝
肝
∨
他
 
 

1
を
画
型
型
Ⅰ
の
 
 

成
例
分
B
C
H
そ
 
 

平
手
渠
）
）
）
）
 
 
 

い
血
1
2
3
4
 
 

（
 
（
 
（
 
（
 
 

1
 
 

0
者
あ
例
例
例
 
 

2
血
で
事
事
告
 
 
症報告例： 20  

告事例  
に感染症検査でHBs抗原（又はHBV－DNA）等が陽転した事例は26例（うち、輸血後NATで陰性  
前後で陽性は4例）。  
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 （又はHCV－RNA）等が陽転した事例は10例（うち、輸血後NATで陰性又は輸血前後  

j N A T陽性事例は1例。  
）したとの報告を受けた事例は0例。  
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2006／10／30  国内輸血例   

供血看陽性事例  
】2ノ‖  患者検体とHEIV陽性  

・陽性となった当該輸血用血  （2名はHBs のみ  

l駄血書保管検体とで  

日日sAよ＋）  液と同一採血番号の製剤とし  Pr8S／S領域を含むP  

（0も／06）  保管検体  て、l本の原欄血歎、】本の赤  抗体 陽性） H8V 領域前半部の1550bp  

人赤血坤濃厚液（放射線照射）   の塩基配列を比較し  
3－06099  2006／7／6  2008／7′18  男  70  循環芋疾患、消化馨  B聖肝炎   陽性（輸血後）   り本HBV－  

人血小事孟厚液（放射線無射）  麓瘍  2005／1l ／ll  HBsAd－）    HEl軸◆） H【）諷－）  血球MAPがあり、原料血策は  日単位 16単位      － N∧T（十）献   
l本日BV－NAT（＋）  使用済み、赤血球M入Pは医 僚機闇へ供給済み。尚、赤血  に一致した．献血者と  

HBV－DNA（＋）  球MAPを投与された患者は牒  血： HBV関連  

患者のHBウイルスは  

（06／D7）  疾患にて死亡。   検査経性  GonoけPOCで壕基  
l已列からSubtypoは  

個別HElV－   8＞「と推定した．   

H8V－DNÅト）  

Ht∋sA■（－〉  

H8sAbト）  
H8cÅ頃－）  

（06／0り  

H8V－DNAく◆）  

Ht】sAよ－）  

HEliÅb（＋）  

HB血－）  
（06／OZ〉  

HB山武－）  

HlisJ血ト）  

（0も／03）  

当該血液：  

Hl）■Ad＋）  
HBV関連検査陰†生  

H8SÅb（－〉  
ゼ別HBV－NAT（◆）  

H【IcAb（－）  

（05／1】）  

H【∋∨－DNA（◆）  

ウイルス1  
・遡及調査対王事例  
・患者及び献血者検  

2005／11  HBdd－） HBミ′止ト〉  保t検体1本に  1本の原窮血策  体とでProS／S領域を  

3－06084  2006／6／7  2（カ6／6′20  人血小坂濃厚液（放射線照射）  女  60  血液腹痛   B型肝炎  
騰性（輸血後）   ついてHBV－ DNA（＋）  

】0単位     を製造し、確保  軽微  不明         含むP領域の前半部  

（05／1り  済み。  の1550bpの塩基配列  

HBs～（＋）  
を確認したところ、両  

日日6A夙－）  
検体の塩基配列はj  

HB七人d＋）  
て一致した．両者のウ  

HB●A扉－）  
イルスはGenotYPtlC  

HB山根－）  
で壕墓西己列より  

HBV－DトIA（十）  
Subtypeは■drと推定し  

ウイルス量  た．   

】．9x  

】0－6copbs／  

爪L  

（86／D5）  

HB軸◆）  
HB誠一）  
H8cAbト）  
H8●人〆＋）  

HBoÅ拭－）  

H8V－DN∧（◆）  

（06／08）  

患者検体とHElV陽性  
l鉄血者保せ横傭とで  
ProS／S儀】或を含むP  

HB8Åd＋）  4／川  領lま前半部の1550bp  

HBsÅd－）  無性となった当該輸血用血液  日日V－  
の塩基配列を比較し  

（05ハ2）  NAT（＋）献  たところ、一カ所にお  

男  60  消化器膿瘍  8聖肝炎  2006／81    HBs人〆－）  
いて、患者検体ではC  

3－06】16  200ti／丁／27  2…／8／10  人赤血琴重厚液  新鮮凍結人血疑  200t〉／01  HBiAb（ 
】本HElV－NAT（＋）  使用済みで、赤血球MAPは匡  

と同一採血番号の製剤とし て、†本の原綱血祭、1本の赤  ㍑単位     血者再献 血・   
H【】∨－DNA（－）  ♯機関へ供給済み．   H欄連 検査臨性  Cであったが、それ以  
（○¢／0り   

個別HBV－  外は完全に一致した．  

（06／0丁）   N∧T（◆）   献血者と患者のHBウ  
イルスはGonotypt）b  
で塩基岳己列からSubt  
vDOはidwと推定し   
患者検体とH8V陽性  

HBsAg（＋）  献血者保t検体とで  

HBoAd－〉  乙／3  Pr●S／S領域を含むP  

日払IAb（◆）  
HBV－ NAT（◆）敲  

領域前半部の1550bp  

lgM－  ・ll性血液と同一採血番号の  血着帯献  の壇暮岳己列を比較し  
保管検体：  製剤として、1本の原料血疑、 1が たところ、2カ所におい  

3116】37  2086／9／1  2006／g／14  人赤血球濃厚液（放射線照射）  女  80  整形外科疾患  B聖肝炎   本の新軒ま鈷血策あり、  血ニ H8Vスク  中等度  乗回復        て相違がみられたが、  
之M′01  HB5Aよ－） （06／○り      H8cAb（◆） （OIS′08） HBdd＋）  l本Hl】∨一NAT（◆）  全て確保済み．   リーニング  それ以外の両者の牡  

H8sA♭（－）  
NAT（十）  

基l配列は－・致した．  

HB亡A以＋）  献血者と患者の日日ウ  
HBV－DNA（◆）  （06／09）   イルスはGonDtyPOC  
（08′08）   で塩基i己列からSubt  

●は別おと推定した。  
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2006／10／30  国内輸血例  

死亡（肝性  

重篤   昏睡による  
死亡）  

重篤  

死亡（食道  

事圭微   癌の転移に  
より死亡）  
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2006／10／30  
国内輸血例  

HBsA蔚「  
HBs入試－）  

HBcA叫＋）  

HBV－DNA（◆）  

（08／05）  

2004／08－  H8●Ad十）  保管検体ほ本に  12本の原料血  
人赤血球濃厚液  

A－06000079  3－Ot）‖）3  2006／7ハ1  2006／7／24   人赤血球ま圧液（放射線照射）  
人血小坂玉井液   20（】5／03－04   （06／06）  

B聖肝炎   之005／04 2∝I5／04   H8dd－） （04／07）        日日■Ab（一） HBV－DNA（＋）   造．   
川里位 2単位 30単位  10／t3   叛、3本の新＃ 凍結血祭を製  

HBdd＋）  
済み．   

HBs入試）  

H8cAbト）  

H8V－DNA（十）  

（0¢／07）   

HEIsAd◆）  

（06／Ot】）  

HBoAd－）  
HBeAb（－）  

保管検体6本に  る本の原料血策  
A－○¢00008l  3－06105  2006／7／18  200‘／7／27  人赤血球羞肛液（放射線照射）  女  80  骨折   8型肝炎   

6卓也  l／8   を製造し、全て  中等度  軽快  
之006／04  HE）sAよ一） （03ハ0）      HBcAb（十） （06／06） H8sAムー）  

確保済み．  

HBsA武一）  

H8く：入試◆〉  

HElV－DNA（＋）  

（0¢／0丁）   

H8山武一）  

（05／t2）  

HElV－DNA（－）  
2本の原料血  

（06／02） HB 

繁、1ヰの新鮮  

A－06000082  ユー0る106  2006′丁／19  2006／7／3l  人赤血坪羞厚液   男  70  消化器Il瘍  B型肝炎   
4単位  t／2    凍結血策を製 逢．原料血策、  軽微  不明  

2006／02      sA廣一） HBsAb（－）  

HB⊂A妖←）  
新鮮1結血策は  

H8V－DNAト）  
全て確保済み．   

（Ot〉／02）   

HBsAd◆）  ■t ＝▲   －  

】gM－HBcAb（－  1本の原料血 緊、4本の新鮮 ；1緒血策、8本  
）  

（06／06）  

H8s人虞＋）  保t検体8本に  の赤血球HAPを 製j宣．  
H8sAd－）  ついてHBV－  ＜追加＞  

新鮮凍結人血策   2（巾6／01－05   HCV－Ab（◆）  NAT（－）  ・担当医が被疑兼を追加した  
A－－06㈱083  3－06tOT  ZOO8／7ハ9  2006／7／31    男  ヰ○  消化署疾串 循環羊  8璧l肝炎  陽性（輸血後）     追  

人赤血球薫厚液  2008／【‖   俣t検体14本に  遡り川本を調査．   ためZ【旧6／01／01の輸血まで  叩単位 10麒位  3／8 ＜追加＞        6本の原料血 策】1本の新鮮   

（06／0り   ついてHBV一  

凛範血弊、7本 の赤血堵MAPを  

HBsAg（◆）  NAT（－）  製造。原料血策  
HBsAb（－）  は5本樺保済  

HBcAb（－）  
み．新鮮凍結血  

H8V－DN∧（＋）  

（06／07）  矧如本確保済 み。   
Ht∋sAd◆）  

（Ot〉／06）  

HBsAd－）  

HE，£A択一）  

HBG入場－）  
33本の原料血 賛、3本の新鮮  

H【】∨－ONAト）  

（05／】0．11）  
凍結血策、24本  

】8／33  

50単位  

・ －・…●■ニ ■  ユー－Ot；110  之〔巾6／丁／20  2006／8／2  新鮮凍結人血策 人赤血球ユ肛液（放射線照射）  果  50  消化蕃疾患  B型肝炎  2005／10－1l Z005／10－12  HBsAd－） （05／09）         HBsA武一） HBsA蚊－） H8cA以－）  

14単位   （】名は HBsAbのみ  

H8V－DNA（＋）  

（05／t2）  

日日～Ad◆）  

H8州－）  
陽性）  

H8仁Ab（◆）  

H8V－DNA（◆）  

（0も／07）   

HBsA‘（－）  

H【！州－）  

H80A■（－）  

HBeAb（－）  

HBcA武一）  

HBV－DNA（一）  

（06／02）  
47本の原料血  

H8sA〆－）  

H8与A扶－〉  
策、15本の新鮮 凍結血策．20本  

新鮮凍結人血策  
2（氾6／01－04  

2（〉0る′01－0ユ  

40単位 42単位  

A－－0¢00∝18丁  3－0¢1】】  2㈹／7／2l  2006／8／2   人赤血球濃厚液（放射線照射） 人赤血球忘厚液 人血小坂1厚液（放射線照射）  男  50  循環蕃疾患  B型肝炎    之∝）6／Ol－0：】 2∝16／01－02  
10単位 30暮位   

（0も／01）  
かつHBi 休Il性）  

HBV－DNA（－）  

（D6／0り  繁は13本l一環清 み。赤血球仙人P は1本廃簑濱  
HEi●人d－）  み。   

HB8A扉＋）  

HBcA以十）  

H日∨－DNA（＋〉  

（06′0丁）  

HBV－DNA（＋）  

（／07）   

3／10   
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2006／tO／30  
国内輸血例   

輸血後NATで陰性又は   
輸血前後で陽性  

患者死亡例（個票）  
担当医より、肝炎は軽快傾向  
ブ  
の合併による死亡と考える  
が、肝炎の関与は否定できな  
いとのコメント。  

ングリコール処  
】里人免疫グロ  
リン（05／1t）  

乾燥ポリエチレ    （06／Ot）  

ついてHBV－  

保管検体1本に  NAT（－）  
鴻性（輸血前） 鴎性（輸血後）  

4／10   



2006／10／30  

国内輸血例  

18本の原料血  
資、2本の新鮮  

保管検ヰ柑本に  川／18  

陰性（輸血前）  リコール処理人  140ヰ位  
8旦位  軽微  不明  

A－Ot；000110  3－0613l  2006／8／14  之08¢／8／28  人血小坂差障液 白血球除去人赤血球浮遊液  女  40  血液腫瘍   
陰性（輸血後）   ついてH8V－ NATト）   陰性）  

新鮮凛鎧血祭は  
全て確保済み．  

HBV－DNA（－）  

HBsAd◆）  
H8sA涙＋〉  

H8V－DNA卜）  
HBsA〆－）  

（0も／05）  

HBsAb（＋）  

HB亡A扉＋〉   
l本の原料血穀  

女  70  自己免疫疾患  B聖肝炎   
2単位  0／1   を製造し、確保  重篤  匝】復  

A→Oti0001tl  3一一Ot‖32  2006／8／2】  ZO06／9／4  人赤血球濠淳液  2（〉06／06       （06／06） H8sAd－）  済み．  

HB止b卜）  

HBc入出◆）  

Hβ∨－DNA（－）  

（D6／06）  

HEl亡Ab（＋）  

HElV－DNA（－）  

（06／08）   

HBs人ムー）  

H8d以－）  

HB●A〆－）  

HBoA以－）  

（05／08）  

HBs人d◆〉  

HB州－）  
HB8Ad十）  
HBoÅ山一）  

（05／1り  

H【）EAよ◆〉  

H巳tA♭（－）  

H8止〆－）  

HBsA叫一） H80入武一）  

13本の原料血 穀 

陽性（輸血前）  

女  50  血液腫瘍   B聖肝炎  200ヰ／09－ 2005／09     Hβ●Ab（－） HBcÅbト） （0 

20旦位  6／12   、7本の新鮮 凛結血繁を製  
A－06000117  3－0（；138  2006／9／l  2006／9／川  人赤血球濃厚液  医♯機関へ供絵  

造．   済み．   

－1／09） HBsÅd－） HBV－DNA（＋）  

（04／Og）  

日日V－DNA（＋）  

（05／09〉  

日蝕向か）  

HBs八浜－）  

Ht∋8貼（＋）  

HBV－DNA（◆）  

（05／】り  

HBs人よ＋）  

H8州－）  
H8c入坑－）  

H【】∨－DNA（◆）  

（0も／04）  

罷  
H  

06／0之  6単位 6単位  調査中  調査中  重篤  末路Ⅷ  
3一08143   

／09）   

HB瑚－）  
HBcAb（◆）  

人血小坂王厚液（放射線照射）  06／05－07  （耶／08）  保管検体柑本に  130単位  

40単位   
2上位  

中等度  
A－06000】35  06／07  （06／08）  

8聖書干炎  

人赤血球重厚液  
4旦位  

H8V－ONA（－）  

（06／09〉  13本の原窮血  

蒙、7本の新鮮  

HBsA成一）  畏t検体16本に  
20単位 ＄0単位   重篤   

A－08000136   B型肝炎  
使用の有無を確  

（06／D6）  空中．新鮮凍結  
血塑は確保済  

5／10  

一」   



2006／10／30  

国内輸血例  

輸血によるHCV感染報告例（疑い例を含む。）  
供血舌発凰及の場合  

象  ¢供血者保管検体  
日赤番号  津別琴号  FAX受付日  報告受領日  二せ名  者  性  感染症名：  投写年月  投与釘検壬ン く年月）  投与徒檎壷 （年月】  貿血着色別 聖T  献血者や別NAT  併用血液製霜l 等  旗塞   使用旦位 数  供血香草 献血※  同一供血首鼠剤 碓保潔  鼠ナ供血首里剤 使用寒  感染症 零転帰  転帰   （抗臥抗体、世T） く時点）  供血章尭遡 妻   

供血音階性事例  ・俣書換体について  
新艇凍綜血菜と  HCV一日AT（＋）（0コ／‖）  

同一採血書号製  ・患者検体（06／06採  

遭及調査によるHCV  刑は、1本の原  血）とHCV－RNA芦l性  

保管検体につい  月別困ATすり抜け （個売）  Z竺位  料血歎、l本の  保t検体について 
HCV－Ab（＋）   てHCV－NAT（＋）  

（03／1り  航燥濃縮人ア  
赤血球MAPを製   

新鮮一重結人血策   365bp（nL 
用いて決定・比較した  

及の場合の供血  
Cor8領域前半部 －Z・一っ63）の  献血者βl乾l献血（06／06） 

A嶋0600qO63  ユー8809之  2088／6／23  2008／7／6  女  30  産科虻血   06）  陽性（輸血後）  塩基l監列をR 

人赤血球濃庫液（放射線照射）  （○（l／86）  ついてHCV－  ＜i且加＞ 保書換体5本に   

NAT（→）   とした。   
柴．5木の新鮮  
凍結血柴、2木  ところ、両者の塩基配  
の赤血球MAPを  列は全て一致した。恵  
製造．   織機関へ供給済  原料血柴は使用 済みで、赤血坪 MAPは医療機関 へ供給済み（赤 血球MAPを輸血 された患者は原 ‾亡  重篤  不明      ．    ：  

l騙転事例  

HCV－Ab（  

HCV一コ7Ab（＋）  8本の原料血  
HCV－Ab（一）  保t検体8本に  奨．I本の新鮮  

A一っ8000048  ユー06080  200（〉／6／5  2006／6／16  人赤血卑濃厚液（放射線照射）  女  60  消化罫疾患∴騰尿病  C聖肝炎   2005ハ1   （05／09） HCV－RNA（－）  
lZ単位  l／8    凍結血紫を製  中等度  乗回復  

（Ot；／04） HCV－Ab（十）  

遁。全て確保済  
（05ハ1）  み．  

HCV－RNA（◆）  

（06／08）   

l本の原料血  

HCV－Ab（十）  緊 凍  
HCV－RNA（◆）  保t検体】2本に  

A－06000057  ユー08086  2006／8／12  2008′8／23  新鮮凍結人血菜 人赤血琴靂庫液   

t2単位 12風位  1／12   

HCV－RNA（＋）  
男  40  消化器疾患  C型肝炎  2008／2 2006／2－ユ  HCV－Ab（－） （0（レOt）    （06／06） HCV一人b（＋）   梨 は  

（Ot；／08）   
み  
豊   

HCV－Ab（＋）  

（D6／04）  

HCV－RNA（◆）  

7本の原料血  

保t検体7本に  繁．3本の新鮮  

A－86㈲¢82  3一っ609l  2008／6／Z2  2006／丁／8  人赤血球濃厚液（放射嬉照射）  女  

12．■位  4／7    ；霊綽血歎を製  
之（氾5／7－10  HCV一人b（－） （05／0ヰ）     HCVコアAd十） （08ノ05）  

追．原料血繁は  
HCV－Ab（◆）  1本書l保済み．  

HCV－RNA（＋）  

（86／08）   

HCV－Å武一）  

（05／09）  

HCV一人b（一）  

HCV－RNA（◆）  

（85／09）  12本の原料血  末画復  
HCV－Ab（＋）  保管検体】2本に  

C型肝炎  Z（105／01－08 之085／0ト刀4  検体なし        HCV－RNA（◆） （0（ 死亡と本割との因果関係は ないとの担当医の見解，  90単位 6阜位  ＝】／12   撃、2本の新鮮 凍結血繁を製  
男   人赤血球羞匿液  〉／0ユ）  NATト）  通凸  医僚機関へ供絵  

HCV－Ab（＋）  
済み。   

（06′05）  

HCV－Ab（十）  

HCV－RNA（＋）   

（○（；／06）  

HCV－Ab（一）  2本の原料血歎  

A－06000075  3－06ト02  ZO（】8／7／＝】  ヱ008／7／ZO  人赤血球ま厚液（放射鴇照射）  男  2005ノIZ   （q5／t2） HCV－RNA（」  

一旦拉  り2   を製造し、全て  重篤  末恒】復  
確保済み．  

（05／12）  

HCV－Ab（一）  

lg99／02  （9gハ0）  

人赤血耳濃厚液  】99g／02－  保管検体55本に  

人赤血球嘉厚液（放射線照射）  2000／07  

男  C聖肝炎     1999／02一柑  人血小坂濃厚濱  
1999ノ10  め検査不能  新鮮護持人血策  
t999／02－0（】   00／04）   

HCV－RNA（＋）  

HCV－Ab（＋）  

（06／0¢）  

HCV－RNA（＋）  保t検体4本に  

男   2006／04  HCV－Ab（一） 08′04      HCV一仙（＋） （06／07）  

（）  NAT（－）  確保済み。  
HGV－A以◆）  

HCV－RNA（ナ）  

A－060（氾‖〕9  3－0（；1：王0  2006／已／‖  ZOOt〉／8／28  新鮮凍結人血簗 人赤血琴濃厚液   

（Ot〉／07）   

6／10   



2006／10／30  

国内輸血例  

輸血後NATで陰性又は  
輸  

HCV－A♭（←）  

HCV一人以一）  

（05／07） HCV 
2本の原料血  

女  70  多発性骨髄腫  C聖肝炎   
4卓也  之／2   策、2本の赤血  

ZOO5／8    一人b（－） HCV－RNA（＋〉  
坪山八戸を製造．   

（05／Og）  
み．   

（06／07）  

HCV一∧b（－）  

（04／06）  

HCV－A択一）  当該血液：  

】本の原料血策  HCV粥遵検壬陰性  

遡及調査対女事例   2雄性     を製造し、使用  
2004／06   （0こ‡／03） HCV－Ab（－） HCV－RNA（－）  済み．  中零度  不明    保管検体個別HCV－ NATト）  

（04／08）   （06／06）  

（○ヰ／Ot∋）  

HCV－RNA（」  
（05／09）   

HCV一人b（－〉  】本の原料血  

2006／鋸  
2旦位  軽微  

（05／03） HCV－Ab（＋） HCV一月NA（一）  

し、確保済み．  
（06／04）  

HCV一仙（＋）  

（06／08）  

HCV－RNAト）  良管検体5本に  5≠の原料血穀  3－06096   6単位   中等度   

臼A（＋）．PA（－）  
2005／t之       HCV－Aム（－） （05ハ之）   

HCV－RNA（一）  

（06ノ08）   

確保済み．  

原料血策は全て 使用済れ赤血 呼MAPは全て医 ま機関へ供給濱   1t  乗回欄  

例  
相木の帝糾血  
穀、15本の新や  

HCV一人b（－）  人血浦アルプミ  
凍結血繁、11本 の赤血球MAPを  

保管検体封本に  製造．原料血策  

新鮮凍結人血策  
C雲！肝炎  2006／03－04 2006／○こ〉  

人赤血球1厚液（放射線照射）  2006／04  NAT（－〉  14単位 20蔓性 32単位  

（08′07）  ン【2086／03）  み．新鮮凍鈷血 歎は】本確保済  
み．赤血球MAP  
は之本廃棄濱  
み。  

1本の原銅血  

HCV－Aム（－〉  

策、1本の新鮮  
凍結血策を製  

A－06000】ユ4  

入」）6000】12          2DO6／9／4 2006／10／11  

2単位 ㈹単位   軽微   
男   

認中．新鮮凍結  
（0（i／09）   血策1ま確保済  

み．   

7／10   



2006／10／30  

国内輸血例  

輸血による細菌等感染報告例（疑い例を含む。）  
供血着発遡及の壌含  

塵用単位   供血曇再   同一供血書換剤    周一供血者製剤   
日赤書考  識別番号  FÅX里村白  報告受領ほ  一般名   葱重症名  投与年月  投与前検壬 （年月）  投与後細菌 機董（年別  吏血書捜査；  鱒t検体検査  併用血液製刑 等  識者  数   献血※二   確保洋    捷用※  （抗原、抗体、兄ATト  

（投与時点）   

井溶血性Iq作  

用関連検査  
・抗血繁タンパ   
ク羊抗体捜  

1本の原料血渠  

A－06000（】5l  3－06082  2008／6ノ6  2008／6ノ20  人赤血球濃厚液（放射線照射） （採血】0日日〉  男  TO  泌尿器腫瘍  細菌悪果  2006／5  壬：陰性  
2単位     を製造し、確保  中等崖  回復  

・血祭タン／くク  
済み。  

賞欠損檎董 
欠損なし  
・血性別作   
用関連横董  

翼完抑こて血培  
1本の原料血祭  

A－06000（】52  細菌感染  Zα）6／6  
10単位     を製造し、確保  中零度  回復  

（採血3日自）   実施：陰性   済み。  

非王事血性副作  
用関連検王  
・抗血莞タンパ   l本の原料血祭  

A－080000S9   女  40  血液腫瘍   ・↑…・  200t∋／6  院内にて血培  2旦位     を製造し、確保  中等度  回復  
実施：良性  済み，  

賓欠損横壬 
欠損なし   

当該製剤のセグ  
非薄血性il作  
用瓢蓮検査  
・坑血策タンパ  浣内血培実施前日の患者咤  l本の原料血  

院内血培にて ∧ 賛、1本の赤血  

Å－0（〉00007l  3－86098  2006／7／6  200（茅／7／18  新鮮凛緒人血数 （採血298E帽）   男  50  消化蕃疾患  細菌感染  200（〉／丁  
血番号の製剤は  痛からもAchotobact8rSP．検 出されており、本剤の可能性  

chotロbact■ rsp．検出。     ク賃抗体機 董：lさ性 ・血繁タン′くク  は低いと考えられるとのコメン  球MAP． 赤血球MÅPは廃  
賞欠損検査：  トあり。   棄済み。   

欠損なし  
】放牧lさ†生  

非溶血性創作  
用関連検査  
・抗血渠タンパ  

l完内にて患者  

】本の原料血祭  
・ ●●…▲…：  ユー06109  2006／7／20  ヱ006／8ノ2  人赤血球濃厚液く放射線照射） （採血13日ヨ）  女  70  血液腫瘍   秦8萌葱染  2088／07  血培実施：陰       董：陰性  

2旦位     を製造し、確保  重篤  回復  
性  ・血策タン／くク  

済み．  

賞欠損検査 
欠欄い－し   

同一採血番号の  
血娯3本で以下  
の試叢実施。  ・当初被疑藁9本（照射赤血球  
1）ホ菌試験 MAP8本、新鮮；稟給血策3本）  
r適合j  で報告されたが、照射赤血嘩  

（l→3）－β一  2）D－アラビニ  MAP3本、新鮮凛総血繁3本に  
トール検査：①  ついてはβ－D－グルカン測定  3本の原料血策  

D一グルカン高  後に輸血さ九たものであるこ  1t  死亡（急性 循環不全）  

A－0600008g  3－86】12  2008／7′′25  2086／8／8  人赤血球濾躍液（放射線照射） （採血6日日、t8日且）  男  70  循環器疾患  某夜悪染  2006／05  庄  3．l、②ヰ．6、③ヰ．7  とが判明したため、被疑稟か  確保済み．  
（35，9p〆ML）   〟m81′しい8－65  

歳男性墓半値8  ら除外された．  

－9．7）  ・担当医よりー死亡と本割との  
献血者：之0代弟  関連性なしjとのコメントあ  
性1名、ヰ0代男  り．   

性2名  

＝■■■＝  

用関連検査  
抗血策タンパ   1本の原料血繁  

A－0600（】090  3－08113  2008／7／26  2006／8／8  血小板濃厚濱く放射線照射） 血2日日）  女  20  悪性骨個捕  i8露悪染  ZOO6／07  

ク貫抗体検  10単位     を製造し、確保  中等度  回復  
至：陰性 ・血策タン／くク  

；斉み．  

賞欠損検査 
欠損土’し   
非溶血性副作  
用関連検査  
・抗血策タンパ  
ク箕抗体検  

2本の新鮮凍結  

A－06000097      200（】／8／11  赤血球濃厚雇 沌血9日目）  
2里位     血繋を製造し、  中等産  軽快  

壬：陰性  全て確保済み。  
血策タンパク  
貰欠損検査 
欠損なし   

8／10   




